








Hydrodynamic Lubrication Theory for Squeeze Fi1m 
of Non-Newtonian Power Law F1uid 
Part 2 Para11e1 Conica1， Journa1 and 
Spherica1 Squeeze Fi1m 
Motoyoshi TACHIBANA and Nobuyoshi KAWABATA 
( Received Aug・13，1984) 
Ana1ysis of 1aminar squeezing f10w of a non-Newtonian 
power 1aw f1uid between conica1， journa1 and spherica1 
bearings was carried out on the basis of the 1ubrication 
approximation. Ana1ytic expressions for the pressure dis-
tribution，七he10ad capacity and the thickness-time re1a-
tion of squeeze fi1ms are presented. The various charac-
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で，スクイズ膜の連続式
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(8) 
となる。スクイズ膜の接近時間七は，式(6)を変形し，積分すると，
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とsinα→ 1， Hv→H， x →r 円すい角α=90・が平行円板形スクイズ膜に相当し，式(3)--帥で，
すれば，式 I一(7)--1 -帥が得られる。
平行円すい形スクイズ膜の諸特性の計算結果を，図 2--図 6I乙示した。図 2は，非ニュートン指
1.2 
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体への相対的関係としてみるために図示したのが，図 3である o xsinα/R=O.5での九の効果の逆
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とと亙る o スクイズ効果は，ジャーナルと軸受が同心の状態(a = 0 )から始動するとし，流れ場は
x>Oとsく Oの領域は対称なので， x> 0の半領域を考え，全領域は半領域の 2倍とみなすこと
にする。圧力pは，式帥，同より，
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となる。流体膜厚Hは，一定でなく，。の関数で，図 7にもとづき，微小項を省略すると，
~~ H = ( RB -R J ) -a cos 0 = c ( 1 -e cos 0 ) 




























で積分し，式O-9)，仰を用いると， p ( 0 )は，
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となる。さらに，負荷容量WOBは，潤滑近似下では，
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となり，平均圧力Pmは，
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となる。スクイズ膜の接近時間七は，式伺を変形し，積分すると，
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をとりあげ， ジャーナルと軸受が同心の状態(a = 0→ e = 0 )からのスクイズ膜の諸特性の数値
計算を行い，その結果を，図 8--図16t乙示した。図8は，非ニュートン指数則流体の指数nをパラ
メータとして，偏心率 o，すなわち，同心の始動時の無次元圧力PM(三P/ Pm)を角 (jt"c.対し図
示したものである。圧力分布への九の効果は， ιの値に依存し，複雑に変化する。ニュートン流体
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図16 ジャーナル型 e--T 
より，複雑な挙動をするのがわかる o 最高圧力 PMmaxと九の関係を図示したのが，図14でが小
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となる。座標zを
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となる。スクイズ膜の連続の式は，図17の球の接近速度Vを用いると，潤滑近似のもとでは，
Q，=V ・πRJ2s主l20 ß~ 
となる。圧力 P の支配方程式は，式ß~. ß~ より，
dp一 円 {2九十 lい.(VRJ2¥ sinπO 
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となる。流体膜厚EはOの関数で，図17より，
H = ( RB-RJ ) -a c os 0 = c ( 1 -e cos 0 ) ß~ 
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となる o スクイズ効果は，球と球軸受が同心の状態(a = 0 )から始動するとするとの初期値
は零で，完全偏心の状態(a= c )までを想定するとの領域は，
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則流体の指数九をパラメータとして，偏心率 e= 0 ，すなわち，同心のスクイス膜始動時の無次元
圧力PMを角OIC対し図示したものである。圧力分布への九の効果はの値l乙依存し，複雑に変化









の関係を図示したのが，図25である。 Cwと九の関係は eK依存するが，その挙動は，九三 lと九
> 1で逆の傾向を示す。ずり流動化 (nく 1)域では Cwは，ニュートン流体にくらべ小さし九
の減少と共に小きくなる。ジャーナル型にくらべると nとeが同じとき， Cwは，九<1では，ょ
2.0 -， --~~......，......，......，--，--. り大きく ，n > 1では，より小さいことが見出さ
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図26 球形 e---T 
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